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「全国学力テスト」はなぜダメなのか 尾木直樹

最高の断熱・エコ住宅をつくる方法 西方里見 エクスナレッジ

焦らなくてもいい！拒食症・過食症の正しい治し方と知識 水島広子 日東書院本社

不機嫌な女子社員とのつき合い方 北山節子 ポプラ社

米山公啓
舛添メモ　厚労官僚との闘い７５２日
母と娘の代理出産

おとこの老後
舛添要一

集英社

かわいい子には「こづかい」をあげるな！

新潮社

ｉＰｏｄを２００倍楽しむ本 アスペクト
消費者の心に響くウェブサイトの作り方 宣伝会議書籍部 宣伝会議

「１００空港時代」を生き残れ
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誠文堂新光社

トランスワールドジャパン

季節を彩る美しいつるし飾り・さがりもの
中央書院
成美堂出版

杉浦一機
成美堂出版編集部

ファブリーズはいらない　危ない除菌・殺虫・くん煙剤 渡辺雄二

キケン 有川浩

春夏秋冬餅レシピ　１年中食べたい餅料理１０８ 斎藤宗厚

ふだん使いの正しい敬語 奥秋義信

独創力。　人間「桜庭和志」から何を学ぶのか 桜庭和志

新潮社

誠文堂新光社
面白いほどよくわかるジャズの名演２５０ 日本文芸社中村誠一　高平哲郎
マスキングテープでつくるかわいい小物

万年前座

創英社

立川キウイ

もいちどあなたにあいたいな 新井素子 新潮社

夢ほり人 池永陽 文芸春秋
親鸞　上・下 講談社五木寛之

ごっつい奴 江上剛 講談社
凶弾 逢坂剛 文芸春秋
私の家では何も起こらない 恩田陸 メディアファクトリー

ＴＲＩＰ　ＴＲＡＰ 金原ひとみ 角川書店
貸し込み　上・下 黒木亮 角川書店
夕暴雨 今野敏 角川春樹事務所

ブラック・ローズ 新堂冬樹 幻冬舎
更衣の鷹　上・下 佐伯泰英 双葉社

トギオ 太朗想史郎 宝島社
さよならドビュッシー 中山七里 宝島社
カッコウの卵は誰のもの 東野圭吾 光文社
花世の立春 平岩弓枝 文芸春秋
月光の刺客 森村誠一 実業之日本社

ヴィレッジブックス
古書の来歴 ジェラルディン・ブルックス ランダムハウス
オルモスト・ムーン アリス・シーボルト

・・暮らしに役立つ図書館講座・・

「外国人による日本語弁論大会」の優勝者が語る

隠岐の島町図書館

〒685-0014
島根県隠岐郡隠岐の島町西町吉田の二．17-１
tel：08512-2-2341　 　　fax：08512-2-9198
e-mail：s-tosho@mx.miracle.ne.jp

　今月は蔵書点検のため、１３日から２２日まで休館いた
します。みなさまにはご迷惑をおかけしますが、どうぞご
理解ください。閉館中の本の返却は図書館入り口横の返却
ポストをご利用ください。

２０１０．２　　Ｖｏｌ．５７

隠 岐 の 島 町 図 書 館 通 信

　　　　２月の休館日
１（月）　８（月）　１１（木）
１３（土）～２２（月）

　　　　　　　講師紹介
　１９８１年スリランカ生まれ、２００１年立命館アジア太平洋
大学の留学生として来日し、卒業後、２００６年９月から海士町
観光協会の商品開発研修生として、島民にない発想での商品開発
を担う。島に自生していたツボクサ（スリランカでは日常的に用
いられているゴトゥコラというハーブ）に目をつけ、商品化に取
り組んでいる。
　２００８年に開催された「第４９回外国人による日本語弁論大
会」で「若者、馬鹿者、よそ者」という題で、島づくりにかか
わった経験などを弁論し、優勝・外務大臣賞を受賞。

　２００８年「外国人による日本語弁論大会」で優勝された海士町の研修生、サミー
ラ・グナワラデナさんをお迎えし、海士町でのまちづくりの経験や、海士の魅力など
を語っていただきます。

講師　サミーラ・グナワラデナさん
日時　３月６日（土）　１５：００～１６：３０
場所　図書館研修室



★展示コーナー ★特集コーナー

★えほんコーナー

・・講演会「ほめ上手になってもっと子育てを楽しもう！」がありました・・

・・・ 図 書 館 職 員 オ ス ス メ の 一 冊 ・・・

・・・ １月 に よ く 読 ま れ た 本  ベスト１０・・・
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・・・ 展 示 コ ー ナ ー ＆ 特 集 コ ー ナ ー ・・・

≪ おうさま・ひめさま ≫

入館者数 登録者数

・・・ １月 の 利 用 状 況 報 告 ・・・
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≪ 言葉を楽しむ≫≪ 隠岐民具版画展 ≫

～故郷への心の糸を紡ぐ～

16

比　　　較

7,7814,659 1,594
5,085 1,695

▲ 8

１位　１Ｑ８４　　ＢＯＯＫ２　 　　　村上春樹　　　　　　　　新潮社
２位　沈黙の森　　　　　　　　　　　　馳星周　　　　　　　　　徳間書店
２位　聖徳太子の密使　　　　　　　　　平岩弓枝　　　　　　　　新潮社
２位　龍馬と弥太郎　　　　　　　　　　童門冬二　　　　　　　　日本放送出版協会
２位　ハッピー・リタイアメント　　　　浅田次郎　　　　　　　　幻冬舎
２位　アバター　　　　　　　　　　　　山田悠介　　　　　　　　角川書店
２位　６０歳からの仕事　　　　　　　　清家篤　　　　　　　　　講談社
２位　島田洋七の老いてますます、おもろい人生　　　島田洋七　　　日本文芸社
２位　おとこの老後　　　　　　　　　　米山公啓　　　　　　　　集英社
２位　不機嫌な女子社員との付き合い方　　　　　　　北山節子　　　ポプラ社

『 大江戸省エネ事情 』 　石川英輔　著　　　講談社

　普段何気なく使っている言葉ですが、おかし
な言葉混じってませんか？
日本語についての雑学から、敬語のマナー、心
に響く言葉まで、知っているようで意外と知ら
ない言葉の魅力に注目です。

　絵本の中にはいろんなおうさまやおひめさまが
出てきます。こわいおうさま、おっちょこちょい
なおうさま、やさしいおひめさま…みんな会いに
きてね。

　飯田小学校でつくられた版画集（昭和57・
58・59・62年度卒業生制作）の作品を新たに刷
りなおして展示します。
　倉谷寛先生の指導のもと、昔隠岐で使われて
いた民具のことを、当時の生徒や卒業生が調べ
て版画にしたもので、どれも力作です。ぜひご
覧ください。

  期間　２月２３日（火）～３月末
  場所　図書館展示コーナー

　今、人口の半分以上が携帯電話をもっているという。私も、携帯電話を使って１
０年以上たつので、いつでもどこでも相手に連絡をとれる便利さに慣れてしまって
いる。
　ところが、昭和２０年代には、４キロ離れた所に電話をかけて繋がるまでに１時
間以上もかかることもあったというのに驚いた。電話をかけるより、直接歩いて
行った方が近いかもしれないなんて、信じられない…。
　この本は、石川英輔さんの「大江戸」シリーズで、大江戸と名がついているが、
江戸時代だけでなく、現代と、昭和初期の３時代の社会を、エネルギー事情の観点
から比べている。
　電話の事ひとつとってみても、電話のなかった江戸時代は、飛脚以外にも様々な
「伝える」職業の人がいたという。現代と比べると、その所要時間や労力は比べも
のにならない。一番驚いたのはその利用料だ。ぜひ、予想して読んでみて下さい。

　２月のある日、都万小学校の２年生のみんなが図書館に
来ました。図書館の使い方について説明を受けた後、各自
で検索機を使ってお目当ての本を探してみたり、図書館員
に「こんな本ない？」と聞いたりしていました。帰るとき
にはたくさん本を借りていきました。また来てね！

　図書館では学校での利用も歓迎しています。希望があれ
ば、図書館の使い方などの説明もしますので、ご相談くだ
さい。

　２月６日に、おき子育て応援フォーラム２０１０・暮ら
しに役立つ図書館講座「ほめ上手になってもっと子育てを
楽しもう！」があり、島根大学教授の原広治氏が講演をし
てくださいました。
　講演では、参加者同士が組になり、片方が話しをし、聞
き手は何も反応しない場合と、相づちをうちながら聞く場
合とをみんなで試しました。やはり相手が反応しないと話
しにくく、親が子どもの相手をしないときの、子どもの気
持ちを実感することができました。

　　ありがとうございました！
　１月は鉄山昇様、田中好隆様、ほか３名の方に資料
を寄贈していただきました。図書館の資料とする以外
にも、他の施設で使用するなど、大切に使わせて頂き
ます。
　どうもありがとうございました。

忙しいときに相手をするのは大変ですが、
気持ちだけでも子どもに向けていることが
大切だと思いました。あらためて子どもと
ふれあうことの大切さを学んだひとときで
した。
　子育て中の方や子育てに関心のある
方々、３８名の参加があり、みなさん熱心
に聞かれていました。


